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子どもたちに「より豊かな生活・活動体験の場を。と行われているわくわくチャレンジクラブ。

今年もたくさんの子どもたちが参加してくれました。

なかでも人気の℃ども料理教室”．自分で作るからおいしさ格別！
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歴
史
を
し
の
ぶ

v

》

現
松
代
、
松
之
山
両
町
は
江
戸
時
代
に
松
之
山
郷
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
鎌
倉
、

　
　
　
ま
つ
や
ま
ほ

時
代
は
松
山
保
と
か
松
山
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
八
年
十
一
月
一
日
に
、
文
化
庁
よ
り
全
国
古
道
百
選
に
指
定
さ
れ
た
郷
土
の

道
は
、
菅
刈
か
ら
犬
伏
、
孟
地
の
山
道
を
薬
師
峠
ま
で
で
す
。

輻
こ
の
古
道
は
、
本
来
上
越
市
の
春
日
山
を
発
し
て
、
南
魚
沼
郡
の
塩
沢
を
経
て
関

灘
難
離
醤
鰐
簸
舞
袖
鞭
、
廓
原
形
を
残
し
て
．

の山に建つ

松苧神社

町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長

古
道
の
歴
史
は
古
く
、
建
武
四

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
や
ま
ほ

室
町
、
戦
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷
　
哲
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
三
二
七
）
年

四
月
に
足
利
尊
氏
か
ら
松
山
保
（
現
　
松
代
・
松
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
き
よ
し
あ
り

山
町
）
の
地
頭
に
任
じ
ら
れ
た
仁
木
義
有
の
書
状
で

は
、
鎌
倉
幕
府
の
重
鎮
北
条
義
時
の
領
地
で
し
た
．

こ
の
こ
と
か
ら
、
古
道
と
し
て
の
歴
史
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
．

　
こ
の
道
が
関
東
へ
通
じ
る
道
と
し
て
重
要
さ
を
増

　
　
　
　
　
え
い
ろ
く

し
た
の
は
、
永
禄
三
（
一
五
六
〇
）
年
よ
り
関
東
出

陣
を
十
四
回
も
く
り
か
え
し
た
、
上
杉
謙
信
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
げ
か
つ

か
ら
そ
の
あ
と
を
継
い
だ
景
勝
の
時
代
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
れ
い

　
謙
信
の
時
は
、
関
東
管
領
上
杉
憲
政
を
助
け
て
小

田
原
北
条
氏
と
戦
い
、
上
杉
の
家
名
と
管
領
職
を
ひ

き
つ
ぎ
ま
し
た
．
（
重
職
に
つ
い
た
謙
信
は
、
目
の
丸

の
軍
配
と
短
刀
を
松
苧
神
社
に
奉
納
し
て
い
る
。
）

　
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
、
謙
信
が
突
如
死
去
し

た
の
ち
、
後
継
者
争
い
で
越
後
は
大
争
乱
と
な
り
ま

し
た
が
、
六
日
町
の
坂
戸
城
と
春
日
山
を
結
ぶ
郷
土

の
古
道
、
村
々
は
騒
然
と
な
り
ま
し
た
．
こ
の
戦
さ

は
上
杉
景
勝
の
勝
利
で
終
わ
り
ま
す
が
、
慶
長
三
（
一

五
九
八
）
年
一
月
を
も
っ
て
戦
さ
と
軍
用
道
は
な
く

な
り
ま
す
．

　
そ
の
後
、
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
徳
川
幕
府
政

治
が
は
じ
ま
り
、
郷
土
も
大
名
支
配
が
続
き
、
高
田

　
　
　
　
　
　
　
え
ち
ご
そ
う
ど
う

藩
主
松
平
光
長
が
越
後
騒
動
で
領
地
を
没
収
さ
れ
る

ま
で
は
、
街
道
の
整
備
が
進
み
宿
場
制
度
が
着
々
と

整
え
ら
れ
ま
し
た
．
犬
伏
村
の
戦
国
期
は
武
将
そ
の

他
兵
卒
の
住
む
村
で
し
た
が
、
農
民
の
村
と
な
り
、
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一古道　松之両街道一
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灘
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花立。街道を往来する人はこの花立に花を生け、

向かいの山に建つ松苧神社を参拝したという。

）、やカーブを避けた掘割り（二

形が残っている。

（写

らし

一
の
夫

山尾根σ

真右）為

犬
伏
、
松
代
、
蒲
生
村
は
宿
駅
村
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
．
ま
た
、
松
代
に
は
陣
屋
（
代
官
所
）
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
．

　
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
よ
う
や
く
一
般
庶
民
も
自

由
に
旅
に
出
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ね
ん
ば
ん
し
ょ
う
や

　
現
松
之
山
町
の
年
番
庄
屋
家
資
料
に
、
松
之
山
並

び
に
魚
沼
、
刈
羽
、
三
島
辺
り
よ
り
伊
勢
参
宮
、
五

智
、
善
光
寺
参
詣
ま
た
は
病
気
療
養
（
腸
飴
）
の
銘

目
で
通
行
人
の
報
告
書
が
あ
り
ま
す
．
寛
保
三
、
延

き
ょ
う享
二
年
（
い
ず
れ
も
一
七
四
〇
年
代
）
に
年
間
百
三

十
人
か
ら
百
八
十
人
ぐ
ら
い
が
移
動
し
て
い
ま
す
．

　
さ
き
の
松
平
光
長
が
領
地
を
没
収
さ
れ
る
と
、
郷

土
は
徳
川
幕
府
の
直
接
支
配
を
う
け
る
よ
う
に
な
り

代
官
所
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
ん
け
ん
し

　
し
か
し
、
江
戸
時
代
、
代
官
や
巡
検
使
の
視
察
や
、

じ
し
ゆ
う
　

ゆ
ぎ
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

時
宗
、
遊
行
上
人
一
行
の
通
過
な
ど
で
は
宿
駅
村
だ

け
で
な
く
郷
内
全
村
の
負
担
が
か
か
り
ま
し
た
．

　
今
回
の
文
化
庁
指
定
地
の
内
、
菅
刈
－
犬
伏
間
の

古
道
と
松
代
熊
越
山
登
り
口
か
ら
菅
刈
ま
で
の
整
備

道
は
、
旧
道
を
改
良
せ
ず
古
道
の
良
さ
を
生
か
し
、

み
な
さ
ん
か
ら
散
さ
く
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
な
が

ら
古
い
歴
史
を
し
の
び
、
郷
土
の
歩
み
、
故
人
の
思

い
出
を
い
と
お
し
み
、
ひ
そ
か
に
郷
土
愛
に
ひ
た
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

齢
魏
窃
慧

　
若
葉
芽
吹
く
来
春
に
は
、
ま
つ
だ
い
の
歴
史

講
座
と
こ
の
松
之
山
街
道
の
実
地
散
策
を
行
う

計
画
で
す
。
　
　
詳
細
は
春
の
広
報
で
！
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わたしたちの町だから

知って・学んで・考えて…市町村合併

　
今
年
4
月
に
十
日
町
圏
域
六
市

町
村
の
市
町
村
長
で
構
成
す
る
「
十

日
町
広
域
圏
六
市
町
村
合
併
問
題

研
究
懇
談
会
」
が
設
置
さ
れ
、
以

降
七
回
に
わ
た
り
論
議
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
財
政
優
遇
措
置
な
ど
を
定
め
た

合
併
特
例
法
の
施
行
期
限
を
ひ
か

え
、
関
係
市
町
村
間
に
お
い
て
合

併
任
意
協
議
会
で
の
細
部
に
わ
た

る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

11

月
2
5
日
、
十
日
町
広
域
圏
六
市

町
村
合
併
問
題
研
究
懇
談
会
を
解

散
し
「
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意

協
議
会
設
立
準
備
会
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
合
併
検
討
は

圏
域
市
町
村
で
構
成
す
る
十
日
町

広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
（
合
併

任
意
協
議
会
）
に
場
が
移
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

松
代
町
市
町
村
合
併

　
　
　
審
議
会
と
は
…
…

　
町
で
は
、
合
併
任
意
協
議
会
の

設
立
準
備
を
う
け
て
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
論
議
い

た
だ
き
、
幅
広
い
意
見
を
合
併
任

意
協
議
会
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

役
割
と
し
て
「
松
代
町
市
町
村
合

併
審
議
会
」
（
町
合
併
審
議
会
）
を

設
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
町
合
併
審
議
会
は
、
市
町

村
合
併
に
つ
い
て
、
町
長
の
諮
問

に
応
じ
て
調
査
・
審
議
し
答
申
す

る
も
の
で
す
。
そ
の
内
容
は
、
合

併
の
方
式
や
新
市
の
名
称
、
組
織
・

機
構
の
あ
り
方
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

鐸

の
取
扱
い
な
ど
、
今
後
の
合
併
に

よ
り
私
た
ち
の
生
活
に
直
接
関
係

す
る
事
項
が
多
く
盛
り
こ
ま
れ
て

い
ま
す
．

　
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
審
議

会
を
構
成
す
る
委
員
に
つ
い
て
は
、

各
地
域
に
選
任
を
委
ね
た
一
般
住

民
代
表
1
2
人
を
は
じ
め
町
議
会
や

公
職
委
員
お
よ
び
公
共
的
団
体
か

ら
の
2
1
人
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
代
は
男
女
共
同
参
画

社
会
で
も
あ
り
、
次
世
代
に
向
け

て
女
性
の
視
点
も
大
切
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
6
人
の
女
性
委
員
が
選

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
設
立
準
備
会
の
詳
細
は
、

5
ペ
ー
ジ
を
ご
病
、
，
、
、
＼
だ
さ
い
。
）

松代町市町村合併審議会の委員

第
一
回
松
代
町
市
町
村

　
　
　
　
　
　
合
併
審
議
会

　
1
2
月
3
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一

回
目
の
町
合
併
審
議
会
に
お
い
て

は
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
会
長

に
石
野
英
二
さ
ん
（
木
和
田
原
）
、

副
会
長
に
小
堺
清
司
さ
ん
（
松
代
）

が
選
ば
れ
、
合
併
任
意
協
議
会
へ

の
委
員
と
し
て
正
副
会
長
の
ほ
か

高
橋
芳
平
さ
ん
（
松
代
）
、
美
濃
和

英
さ
ん
（
福
島
）
が
推
薦
さ
れ
ま

し
た
．
ま
た
、
合
併
後
の
新
市
の

将
来
構
想
を
検
討
す
る
委
員
と
し

て
4
人
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
．
（
左

表
参
照
）

　
開
会
に
先
立
ち
関
谷
町
長
は
「
今

後
の
財
政
需
要
等
を
考
慮
す
る
と

合
併
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で

す
．
住
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
受

け
て
、
十
日
町
圏
域
に
お
け
る
合

併
を
検
討
し
て
き
て
い
る
も
の
で

す
が
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け

て
十
分
な
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

所属区分 氏　名 集落名 摘　要

柳　　貞喜 苧　　島

山本　篤子 犬　　伏

池田　清子 田野倉
小堺　　清 蒲　　生 将来構想委員

村山寿平次 室　　野

牧田マツエ 峠 将来構想委員
一般住民代表

高橋　芳平 松　　代 任協委員

小野島義隆 松　　代

柳　　良枝 松　　代

五十嵐江美子 小荒戸
高橋佳洋子 千　　年

小堺　正司 蓬　　平

町教育委員 美濃和　英 福　　島 任協委員

町農業委員 山本　耕一 犬　　伏 将来構想委員

町議会議員

石野　英二 木和田原 任協委員

小堺　清司 松　　代 任協委員

若井　君男 蓬　　平

小野嶋哲雄 太　　平

佐藤　公男 室　　野

宮澤　　俊 松　　代
公共的団体

中村　公一 松　　代 将来構想委員

任協委員……十日町広域圏合併任意協議会への推薦委員

将来構想委員……十日町広域圏合併任意協議会における

　　　　　　　将来構想検討委員会への推薦委員
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主な調査・審議事項

・合併の方式　　　　　　　　　・合併期目

基本項、目 ・新市の名称　　　　　　　　　・新市の事務所の位置

・財産及び公の施設の取扱い

・議員の定数及び任期の取扱い　・地域審議会の取扱い
合併特例法に

・地方税の取扱い　　　　　　　・一般職の職員の身分の取扱い
よる特例項目

・農業委員の定数及び任期の取扱い

・特別職の職員の身分の取扱い　・条例、規則の取扱い

・事務組織及び機構　　　　　　・一部事務組合等の取扱い

・使用料、手数料の取扱い　　　・公共団体等の取扱い

・行政連絡機構の取扱い　　　　・町・字名の取扱い
そ　の　他

・慣行等の取扱い『

・団体への補助金、交付金の取扱い

・各種事務事業（福祉、教育、建設、農業、観光……等）の取扱い

・その他市町村合併に関する事項

今
後
の
審
議
は
…
…

　
町
合
併
審
議
会
は
、
合
併
任
意

協
議
会
で
協
議
さ
れ
る
合
併
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
に
つ
い
て
、

事
前
に
調
査
・
審
議
が
行
わ
れ
ま

す
．　
そ
の
具
体
的
な
事
項
は
、
左
表

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・：□：・：【＝＝こ・：□：・貝・yコ：・：□：・：ロ＝・：匡可・目・ドコ＝・亘・：匡⇒：・亘・亘・：□＝’＝ロ：・：【；コ：・：【コ：・：ロ：・：ロ：・：【コ：・：ロ：・：【＝コ：・：匡コ：・：匡コ：・：ロ：・：□：・目・冨・：□：・：匡＝‘・目・目・：匡可・亘・：□：・：匡可・：□＝・：【＝コ＝・＝ロ：・＝ロ＝・上コ：・＝□：・：【コ：・：ロ：・：ロ：・：ロ＝・：ロ＝コ：・：d・：匡コ：・：【コ：・：【ニコ：・

任意協議会とは？

市町村合併したらどんな新しいまちができるのか、行政サービス

はどう変わっていくのか、住民の皆さんが合併の是非を判断できる

材料を提供するため、関係市町村の代表者が集まり協議を行う場を

「合併協議会」といいます．協議会には2段階あり、議会の議決を経

て設置される「法定協議会」の前段として判断材料を提供するため

設置される協議会を「任意協議会」といいます．

メンバーは？

各市町村の長、各市町村の議会代表2名ずつ、各市町村の住民代

表2名ずつ、県職員1名の構成で、概ね月1回の割合で話合いがも
たれます．

何を話し合うの？話し合う期間は？一

合併後の新市の名称、庁舎の位置、新市の将来構想などのほか行

政組織に関することや税負担などの取扱い、行政サービス水準の取

扱いなど約八百ほどの項目について協議が行われます．

話し合う期間は、平成15年の1月から1年間を目標としています。

傍聴はできるの？

傍聴はどなたでもできます．また協議会は、圏域市町村のいろい

ろな会場で開催する計画でいます．最寄の会場では是非傍聴にお出

かけください。

十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
設
立
準
備
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
4
月
か
ら
十
日
町
広
域
圏
の
六
市
町
村
で
合
併
の
た
め
の
話
合
い
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
1
1

月
2
5
日
、
松
之
山
町
で
行
わ
れ
た
第
7
回
十
日
町
広
域
圏
六
市
町
村
合
併
研
究
懇
談
会
の
席
上
で
、
合
併
に

向
け
た
協
議
の
場
で
あ
る
「
合
併
任
意
協
議
会
」
設
立
の
た
め
、
同
日
付
け
で
設
立
準
備
会
が
設
置
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
準
備
会
の
会
長
に
は
、
山
本
中
里
村
長
が
あ
た
り
、
事
務
局
は
中
里
村
役
場
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
準

備
会
の
設
置
期
間
は
約
1
か
月
で
、
各
市
町
村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
1
名
ず
つ
職
員
を
派
遣
し
、
で
き
る
限
り
早

い
時
期
に
任
意
協
議
会
の
設
立
を
目
指
し
、
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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第
1
6
回
越
後
ま
つ
だ
㎞
鶴
㊥
陣
’

3
月
8
日
出
正
午
～
9
日
働
闘
催

1．期　日　3月8日（土）午後8時出発～午後8時20分終了（予定）

　
　
　
　
格
妻
之

　
　
　
日
資
後
松
た
場

　
　
　
　
　
　

豊
謬
①
町
成
②
盤

　
　
　
1
2

①越後妻有郷観光協議会に属する市町村（十目町市・川西町・津南町・中里村・高柳

　　町・松之山町・松代町）に在住、若しくは勤務する人をリーダーとし、8人以上で結

　　成したチーム。先着15団体（受付順）まで。

②会場内は大変混雑しますので、景品などの配布や撒く行為は禁止します．

③その他、会場内で一般の観客に影響を及ぼす行為は禁止いたします．

3．表　彰　総合優勝・手作り部門賞・活き！生き！部門賞に賞金進呈
　　　　　　惜しくも選外となった参加団体にも参加賞金あり．

4．お申し込み、お問い合わせ先
　申込期限　平成15年2月14日（金）

　　　　　　松代町役場企画振興課　企画調整係

　　　　　　電話7－2220（内線41）FAX7－2526

3月9田開催の「のっ劃製松備城蝦蓬出場誹る戦盤1泰

次月弩驚募桑紹灘

平
成
鱗
年
痩

　
松
代
町
農
業
賞

　
1
1
月
3
日
、
松
代
町
農
業
賞

の
表
彰
が
、
畝
十
日
町
松
代
地

区
農
協
祭
の
ス
テ
ー
ジ
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
二
十
回
を
数
え
る
農

業
賞
は
、
農
業
経
営
の
活
動
実

績
が
他
の
模
範
と
な
る
優
秀
な

農
業
者
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

個
人
の
部

牧
田
信
輝
・
保
代
さ
ん
夫
妻
、

牧
田
克
巳
・
ヨ
シ
さ
ん
夫
妻

　
　
　
　
（
峠
集
落
）
が
受
賞

　
両
農
家
と
も
昭
和
4
0
年
代
の

後
継
ぎ
を
契
機
に
、
農
地
の
購

入
と
借
入
に
よ
る
経
営
規
模
の

拡
大
を
進
め
て
き
ま
し
た
．

　
現
在
の
水
稲
面
積
は
、
牧
田

信
輝
さ
ん
が
銘
㎞
、
牧
田
克
巳

さ
ん
は
、
認
㎞
を
耕
作
し
て
い

ま
す
．
中
山
間
地
の
条
件
下
に

お
い
て
も
、
農
地
の
圃
場
整
備

と
集
団
化
を
図
り
、
農
業
機
械

の
効
率
的
な
利
用
を
可
能
に
し

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仏
十
日
町
し
ぶ
み
地

区
の
稲
作
部
会
が
産
地
と
し
て

推
奨
し
て
い
る
「
特
別
栽
培
米
」

の
作
付
け
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、
「
食
の
安
全
・
安
心
」
と

現
在
の
米
価
低
迷
の
な
か
で
高

品
質
、
高
付
加
価
値
米
の
増
産

を
目
指
し
て
い
ま
す
．

　
一
方
、
保
代
さ
ん
、
ヨ
シ
さ

ん
は
、
昭
和
5
8
年
に
集
落
の
婦

人
4
名
で
「
峠
Y
・
M
グ
ル
ー

プ
」
を
構
成
し
、
冬
期
間
は
、

み
そ
・
み
そ
漬
け
の
加
工
生
産

を
行
な
っ
て
い
ま
す
．

　
　

団
体
の
部

下
山
生
産
組
合
（
組
合
長

　
　
宮
澤
一
慶
さ
ん
）
が
受
賞

　
下
山
生
産
組
合
は
、
平
成
1
0

年
に
集
落
の
農
家
全
戸
加
入
を

目
指
し
た
「
集
落
営
農
方
式
」

に
よ
る
生
産
組
織
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
．

　
「
集
落
の
農
地
は
集
落
で
守
る
」

を
基
本
に
、
経
営
耕
地
面
積
の

減
少
率
が
、
現
在
町
の
留
％
に

対
し
、
下
山
集
落
は
2
1
・
％
と
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
に
効
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
小
規
模
な
が
ら
、
集
落
が
一

丸
と
な
っ
て
農
業
機
械
の
効
率

的
な
利
用
に
よ
る
農
業
振
興
を

目
指
す
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、
平

成
1
3
年
度
に
は
、
県
の
認
定
生

産
組
織
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
．

　脚　　．嚢
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離購麟年慶税の雛業．織標語

　税金は、私たちが生活の向上と安定を願う限

りどうしても負担しなければならない、共同生

活を維持するためのいわば「会費」といえます。

　税の仕組みや使われ方などを、中学生や高校

生の皆さんにも正しく理解していただく、啓発

活動の一環で応募を募る「税に関する中学生の

作文・標語」。その今年の入賞した作品を紹介し
ます。

新潟県納税貯蓄組合総連合会優秀賞

高田地区納税貯蓄組合連合会最優秀賞

“税金は未来へのかけ橋”

　　　　　松代中学校三年　樋ロ　沙織さん

　「税金」この言葉に私は今まであまり良いイメー

ジを持ったことがありませんでした。

　今年の夏、私は手術、そして入院という経験

をしました。無事に手術も成功し、入院生活も

あっという問に過ぎて行きました．

　そんなある日、お見舞いに祖父が来てくれた

とき私は小声で祖父に「手術とか入院費ってど

れくらいかかるのかな？」と聞いてみました。

「
税
金
は
住
み
よ
い
社
会
の
第
一
歩
」

　
高
田
税
務
署
長
賞
松
代
町
立
松
代
中
学
校
二
年
若
月

友
美
さ
ん

すると祖父は「すこしはお金もかかるけど、国民医

療費という税金でもまかなわれているから安心しな

さい。」と教えてくれました。

　私はその話を聞いてほっとしました．税金の有難

さというものが身にしみました。

　その目を境にして「税金」に対する考えを変える

ことにしました．ただ単に「義務だから」などとい

う考えではなく国を、地球を、人を支えるために、

大切なものだということを、もっと詳しく知る

ことが大切なのだと思いました。

　近代の社会は「福祉社会」であると言われて

います．少子高齢社会の到来にともなって国民

一人ひとりの負担が増加することになります。

高齢者の方々も国のために尽くしてきてくれた

方々ですから、私たちが働き手となり、助け合

わなくてはなりません。

　高齢者の方々が安定した、暮らしをいつまで

も送れるような方法を考えなくてはならないの

ではないでしょうか？

　私の祖父母も年金と医療費には助けられてい

るんだな、と話していたのを聞いた事がありま

す。だから元気で毎目を過ごせているのだし、

私も元気で笑顔が絶えない大好きな祖父母と一

緒に暮らしていられるのも、目本の税金のお陰

でもあるのだと思うと、とても納税は大事な意

味があると考えられるでしょう．

　このように、社会福祉だけでなく、身の回り

を改めて見直してみると、道、橋、学校、飲み

水、健康、そして平和、みんな税金です．私た

ちの税金です。私はこの人と人との架け橋とな

る税金を見落とした生活を送っていました。あ

たり前だと思っていました。

　これから私たちは、立派な大人になり、社会の一

員となります．国を、人を育てる一人として、しっ

かりと納税をしたいと思っています

　世界と暮らしと心を明るくする私たちの税金をもっ

と深く考えましょう．そして良い納税者となり、未

来への架け橋をつなげていきましよう。

（紙面の都合から一部省略しています）

OGく）O●OO●　）O咲）O●OO●OOOO（〉OOαゆO●O（〉OOαゆOOO（〉■つO⑩O●OO●OαゆO●OO●OαゆOOOO●　）O●　）O●OOOOO●OαゆαゆαゆO●OO●OO●OO●O（〉●OαゆO●OαゆO●OαゆO●OO●OQOOOOOαゆO●OαゆO．つ○OOOOOO●Oαゆ

　
こ
の
取
組
は
、
生
徒
会
総
務

の
呼
び
か
け
で
、
全
校
生
徒
の

中
か
ら
立
候
補
に
よ
る
約
3
0
人

の
ス
タ
ッ
フ
で
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
．
現
在
の
自
分
た
ち
の
風

紀
面
で
の
問
題
点
を
さ
ぐ
り
な

が
ら
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
討

論
を
し
、
改
善
の
た
め
啓
発
活

動
を
行
う
も
の
で
す
。

　
活
動
は
主
に
、
ス
タ
ッ
フ
を

4
班
に
分
け
て
行
い
、
標
語
の

　
こ
れ
ま
で
の
自
分
た
ち
の
生

活
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
社

会
に
で
て
い
く
た
め
に
最
低
限

の
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
る
。
あ

い
さ
つ
や
服
装
、
言
葉
づ
か
い

な
ど
、
ま
ず
人
に
接
す
る
と
こ

ろ
か
ら
自
ら
を
向
上
さ
せ
よ
う

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　
い
ま
松
代
中
学
校
で
は
、
そ

ん
な
生
徒
た
ち
の
自
発
的
な
活

動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

．松幾雛学繍．

．漢践顯

藤

学
校
側
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
も
あ
い
さ
つ
や
服
装
な
ど

良
く
な
つ
た
姿
に
声
を
掛
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

●●●●●●●●●0●●●0●●●●●●●●●●●●●O●●●●●●●●●●●●O●●●●●●●●●●●●O●●●●●●●●●●●●●●●●●●OO●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●0●●●●●●●●●●●
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

i　　　松代中学校　学校生活向上プロジェクト　　　i
●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　
　
　
　
　
　
　
　

松
代
中
学
校
生
徒
1
人

　
　
　
　
　
　
　
1

立
候
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弾
脛
矯
鈴
刀
約
3
・
鳶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

主な活動

・問題提起（映画班）

・討　論（討論班）

・啓発活動（標語・ポスター班）

・改善実践（実践班）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●0●●●0●●●●●●●00●●●●●●●●●●●●●●O●●O●●●●●●●●●●O●●●●●●●●●●●●O●●●●●●●●●●●●・●●．●●●●●●●●●●●●●●●●●●●O●●●●

募
集
や
短
編
映
画
の
制
作
ま
で

計
画
に
盛
り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
共
同
生
活
を
営
む
社
会
に
は
、

ど
こ
に
い
っ
て
も
規
律
や
マ
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
．
こ
の
取
組
が
生

徒
た
ち
に
有
意
義
に
な
る
よ
う
、

家
庭
や
地
域
で
も
応
援
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
．
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1
1
月
1
8
日
、
彫
刻
家
H
河
ロ

襲さ

ん
に
よ
る
了
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
松
代
小
学
校
に
お
い
て
四

年
生
児
童
を
対
象
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
河
ロ
さ
ん
は
、
来
春
完

成
す
る
雪
国
農
耕
文
化
村
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
松
代
で
集
め

た
「
農
具
と
種
子
」
を
使
っ
た

作
品
や
懐
か
し
い
学
校
を
テ
ー

マ
に
し
た
部
屋
を
製
作
し
ま
す
。

大地の芸術祭ワークショップ
≡ 琴　　‘　i・

’

≡ ＝3

’

σ　≡　　　i…i　＜　　圭騨
〈松代小学校〉

河
ロ
龍
夫
さ
ん
の
お
話
し

　
想
像
し
た
コ
ト
や
モ
ノ
が
、

実
際
に
見
え
る
こ
と
は
楽
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
．
そ
こ
で
創

造
主
に
な
っ
た
つ
も
り
で
こ
の

地
球
上
に
は
全
く
存
在
し
な
い

植
物
の
種
子
を
想
像
し
創
っ
て

み
ま
し
ょ
・
つ
．

　
そ
し
て
、
そ
の
想
像
さ
れ
た

種
子
が
発
芽
し
成
長
す
る
と
す

れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
植
物
に
な

る
か
想
像
し
、
そ
れ
を
見
え
る

　
　
　
ガ鰍

無
盤

翻鍛鑛
　
搬
膨

．
難

よ
う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
た

と
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
葉
っ
ぱ

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
花
で
あ

り
、
さ
ら
に
そ
の
成
長
し
た
果

実
・
花
・
木
の
枝
が
食
す
こ
と

が
出
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ

る
い
は
人
間
の
病
気
に
作
用
し

て
薬
と
し
て
役
立
つ
、
と
い
っ

た
こ
と
を
想
像
し
て
み
よ
う
．

　
こ
の
よ
う
に
、
「
想
像
」
を
植

物
と
い
う
形
態
で
実
際
に
見
え

る
よ
う
に
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
あ
り
ま
す
。

一こへび隊松本勇馬さんから

　　　　　　ワークショップに参加して
　私はビデオ記録担当として参加しました。高野教頭先生の説明
の後、河口先生が教室に現れ、自身の作品を見せながらワークショッ

プの説明をしました。その後、四年生一人ひとりに粘土が配られ、
児童たちは自分の想像する種子を紙粘土で作りました。なかには、

イルカみたいな形をした種子をつくった人もいました。
　次に教室の床に広げた大きな画用紙に想像上の植物を描きはじ
めました。児童たちの植物はどれひとつ同じものはなく、奇想天
外なものばかりで、私もビデオ撮影に夢中になっていました。松
代小学校の四年生の皆さんどうもありがとう。

六
地
の
鶉
衛
暴
携

　
　
　
『
ア
動
ト
シ
町
ン
創
造
尚
暴

時
代
を
先
取
り
し
た

地
域
お
こ
し
に
高
い
評
価

　
「
大
地
の
芸
術
祭
　
越
後
妻
有

ア
ー
ト
ト
リ
ェ
ン
ナ
ー
レ
」
が
、

東
京
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
主
催

の
顕
彰
制
度
、
東
京
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
大
賞
「
ア
ー
ト
シ
ー
ン

創
造
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
顕
彰
制
度
は
、
「
公
共
性
」

「
文
化
性
」
「
国
際
性
」
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　
愛
糞

基
準
に
、
未
来
に
足
跡
を
残
し

う
る
取
り
組
み
に
対
し
、
毎
年

表
彰
を
続
け
、
今
年
で
1
6
回
目

と
な
り
ま
す
。
過
去
、
ア
ニ
メ

作
家
・
監
督
の
宮
崎
駿
氏
も
こ

の
制
度
で
表
彰
を
受
け
て
い
ま

す
．　
地
域
全
体
を
美
術
館
に
見
立

て
た
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
お
こ
し

の
手
法
、
そ
し
て
作
家
・
地
域

住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
三
者

　
　
　
　
　
　
が
山
父
流
を
深
め

表彰を受ける北川フラムさんと県総合政策部の斉田副実行委員長

な
が
ら
、
地
域

の
魅
力
を
高
め

る
作
・
叩
を
作
り

上
げ
た
占
恥
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
．

　
同
賞
の
受
賞

に
は
、
第
二
回

大
地
の
芸
術
祭

の
成
功
と
期
待

の
意
味
も
込
め

ら
れ
て
お
り
、

来
年
度
の
開
催

に
向
け
一
層
の

弾
み
と
な
り
ま

す
．
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▲書道　　「春は花、秋は実」

西潟浩平さん（福島）

霧

　　　　　　　　　　難雛　 ．

顯蕪塞灘、，醤
▲写真　　「母犬と子犬」

高橋多一郎さん（莇平）

第銅，回東頸城郡

　　語詫　　■■　　　 一　　　　　　　　▼　　　一

”I

III

1
－
1
　
　
　
　
4
　
　
一
”
1
　
冨

■

1凹

開盤田麟0月翅臨郵4臼
饗　場群松代町総含体腎館

調
馨
属
鵜
霧
霧
釧

嚢驚

繕
解
疹
雀
…
…
疹
愉

縢
．
豫
礁
♂
、
憾
φ
　
　
ノ

｝
麗
瀞
・
蝿
．
頻
墨
叢
ぐ

▲書道　　「良寛詩」

鈴木益蔵さん（松代）

携
讐
｛
艇

燦
》
…
曾
・
マ

進
尋
ヤ
熱

耳
炉
夢
董
ば
鰯

　
　
サ

箭
｝
考
輝
舟
轟
．

矯
氏
f
マ
躍
諭
㈹

　
　
い
　
・
　
繍
村
松

ま
万
、
ε
謹
鰍

咽
畳
吻
疎
汽
　
鳴
離

　
擬
ぎ
艇
、
・

　
　
礁
馨
暴
，
　
　
道
沢

　
　
　
　
　
　
　
書
高

　
　
　
　
　
　
　
▲

▲書道　　「龍潜淵」

高沢敬治さん（松代）

▲写真　　「夜明けの詩」

邨山重信さん（室野）

書道〉
「和歌一首」

高野義男さん

　　　（松代）

▲写真　　「青い花」

鈴木洋一さん（松代）

　　無鑑査作品とは、過去の郡展や県展などで幾多におよび入賞された人たちの作品です。

一づスポーツー各種大会の結果一一一一一・一・一一一一一一一・一一一一一・一一一一一

錯

∫

“～
○軌
，！隔

　
　
～
　
　
　

／

》
へ
（
δ
／
ヨ
ロ

雪

　
躍
繊
ー
羅
ー
海

〈
第
2
5
回
東
頸
城
郡
6
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
〉

（
n
月
2
4
日
松
代
町
総
合
体
育

館
）
1
0
チ
ー
ム
参
加

　
3
位
　
松
代
バ
レ
ー
愛
好
会

　
空
　
　
手

〈
第
六
回
松
代
空
手
道
選
手
権

大
会
〉
（
1
2
月
1
日
松
代
町
総
合

体
育
館
）

◆
小
学
生
3
・
4
年
生
　
形

　
2
位
　
松
沢
佳
奈
さ
ん

◆
小
学
生
5
・
6
年
生
　
形

　
3
位
　
中
村
　
亮
さ
ん

◆
中
学
生
　
形

　
1
位
　
相
沢
健
太
さ
ん

　
3
位
　
市
川
大
地
さ
ん

◆
小
学
生
5
・
6
年
生
組
手

　
1
位
　
相
沢
祐
樹
さ
ん

　
3
位
　
市
川
銀
次
さ
ん

9



●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

．
鵜

　
　
琉
議
　
融
　
。

　
　
卿

　
　
O

●●●●●●●●●

カ
ラ
オ
ケ
大
会

関
　
谷

順
位
を
つ
け
ま
し
た
」
と
話
し
、
続
い

て
「
採
点
は
1
0
点
満
点
で
音
声
、
音
量
、

リ
ズ
ム
、
唄
心
等
で
す
」
．
と
採
点
基
準

を
説
明
さ
れ
た
．

　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
結
果
は
…
…

恒
　
久

国
立
市
在
住

（
室
野
・
大
坂
屋
）

開
催
日
時

場
　
　
所

参
加
人
員

11

月
1
7
日
午
後
1
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ン

大
泉
学
園
ス
ナ
ッ
ク
「
凛
」

16
名

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
第
一
声
は
、
前
回
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
高
野
氏
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

第
一
人
者
だ
け
あ
っ
て
プ
ロ
顔
負
け
の

唄
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
二
番
手

小
林
さ
ん
、
三
番
手
米
持
新
吉
さ
ん
と

順
次
唄
い
、
私
も
聞
き
に
来
た
心
算
が

唄
う
ハ
メ
と
な
る
。
全
員
一
通
り
唄
っ

て
審
査
発
表
と
な
る
。
審
査
委
員
長
の

独
断
と
偏
見
と
断
り
な
が
ら
も
「
皆
さ

ん
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
特
に
一
～
四
位

は
殆
ど
同
点
で
し
た
。
痩
せ
る
思
い
で

優
　
勝

準
優
勝

凛
　
賞

は
し
　
　
し
げ
こ

橋
賀
子
（
山
平
地
区
）

佐
藤
繁
夫
（
奴
奈
川
地
区
）

小
堺
貞
子
（
山
平
地
区
）

　
　
　
　
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
も
カ
ラ
オ
ケ
に
は
時
々
行
く
が
、

新
曲
は
知
ら
な
い
．
若
い
頃
覚
え
た
昔

の
唄
で
、
飛
び
入
り
で
失
礼
し
た
。

　
気
楽
で
楽
し
く
盛
り
上
が
り
、
皆
満

足
し
て
帰
っ
た
．
今
回
参
加
さ
れ
て
い

な
い
方
々
、
来
年
は
ど
ん
ど
ん
参
加
し

て
優
勝
カ
ッ
プ
を
分
捕
っ
て
く
だ
さ
い
．

簡
単
だ
と
思
い
ま
す
。
マ
イ
ク
を
離
さ

ず
、
夜
の
部
ま
で
残
ら
れ
た
方
も
お
ら

れ
た
か
も
．

　
ち
な
み
に
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
掲
載

し
ま
し
た
。

　
次
回
参
加
希
望
者
は
、
会
長
　
佐
藤

繁
夫
氏
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
．

（
皿
0
3
－
3
9
2
3
－
0
9
6
9
）

優
勝
し
た
橋
賀
子
さ
ん
㈲
と

凛
賞
の
小
堺
貞
子
さ
ん
㈲

餐眠峨質

準
優
勝
の
佐
藤
繁
夫
会
長

東京だより

11

月
1
2
日
（
火
）

第
五
回
企
画
委
員
会
開
催

議
題
・
会
報
1
2
号
発
送
準
備

　
　
・
平
成
1
5
年
活
動
計
画
書

　
　
・
新
年
総
会
準
備
状
況

　
　
・
そ
の
他

お
知
ら
せ

◆
平
成
十
五
年
度
新
年
総
会
ご
案
内

日
時
　
平
成
1
5
年
1
月
1
9
目
㈹
1
1
時
3
0
分

会
場
　
第
一
ホ
テ
ル
両
国
（
両
国
駅
）

会
費
　
男
性
　
八
千
円

　
　
　
女
性
　
七
千
円

交
通
①
J
R
総
武
線
「
両
国
駅
」
西
口

　
　
②
都
営
地
下
鉄
「
大
江
戸
線
・
両
国
駅
」

　
　
　
A
1
出
ロ
ホ
テ
ル
直
結

申
込
み
　
会
報
1
2
号
同
封
の
ハ
ガ
キ
で

　
　
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

　
平
成
十
五
年
度
は
、
会
場
を
大
相
撲
で
お

馴
染
み
の
両
国
に
移
し
ま
し
た
。
第
一
ホ
テ

ル
は
、
駅
の
す
ぐ
そ
ば
で
、
交
通
の
便
の
い

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
開
会
は
、
1
1
時
3
0
分
か
ら
で
す
が
、
お
友

達
と
国
技
館
や
そ
の
周
辺
を
散
策
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

釣
り
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
詫
び

　
n
月
上
旬
の
日
本
海
サ
ヨ
リ
釣
り
大
会

は
、
悪
天
候
の
た
め
中
止
と
な
り
お
詫
び

い
た
し
ま
す
．

　
来
年
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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松
代
の
自
然

コ
マ
ド
リ

　　　　　　遡
　　　轟

難

　
今
年
の
真
冬
は
早
く
訪
れ
る

ら
し
く
十
月
二
十
九
日
に
浦
田

の
深
山
に
初
雪
が
降
り
、
白
い

山
脈
と
な
り
ま
し
た
．
こ
こ
に

三
回
目
の
雪
が
降
る
と
里
に
根

雪
が
降
る
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
意
外
に

早
く
実
現
し
、
十
一
月
五
日
の

朝
に
は
初
雪
が
積
も
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
九
日
に
は
大
雪

が
積
も
っ
て
し
ま
い
、
す
べ
て

の
も
の
が
雪
に
埋
も
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
翌
日
の
十

一
月
十
日
の
午
後
、
松
代
の
『
も

え
ん
』
家
の
萬
羽
子
之
松
さ
ん

が
雪
の
上
に
小
鳥
が
落
ち
て
い

る
の
を
発
見
し
て
関
谷
八
郎
さ

ん
宅
に
持
ち
込
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
野
鳥
博
士
の
関
谷
さ
ん
も
初

め
て
手
に
す
る
コ
マ
ド
リ
だ
っ

た
の
で
、
冷
た
い
体
を
暖
め
て

や
り
牛
乳
を
与
え
た
り
し
た
ら

元
気
を
取
り
戻
し
た
よ
う
で
、

放
し
て
お
い
た
ら
部
屋
の
隅
か

ら
隅
へ
と
動
い
て
い
る
の
で
、

大
丈
夫
か
と
思
っ
て
窓
を
開
け

た
ら
外
に
飛
び
出
し
て
去
っ
て

行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
．

　
夏
鳥
と
し
て
渡
っ
て
き
て
い

た
の
が
、
早
い
冬
の
到
来
で
南

方
に
帰
る
途
中
、
雪
の
た
め
に

餌
が
無
く
な
り
空
腹
で
不
時
着

し
て
拾
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
近
く
の
少
林
寺
山
に
は
い
ろ

ん
な
鳥
が
通
過
地
点
で
通
り
、

よ
く
ガ
ラ
ス
戸
に
ぶ
つ
か
っ
て

亡
く
な
る
も
の
も
あ
る
そ
う
で
、

昨
年
は
ト
ラ
ツ
グ
ミ
、
今
年
は

セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
が
被
害
に

遭
っ
た
そ
う
で
す
が
、
コ
マ
ド

リ
も
同
じ
ケ
ー
ス
を
辿
っ
た
よ

う
で
し
た
．

　
関
谷
さ
ん
は
珍
し
い
お
客
さ

ん
な
の
で
ビ
デ
オ
に
撮
っ
て
写

真
に
仕
上
げ
た
の
が
こ
れ
で
す
．

　
コ
マ
ド
リ
は
、
ツ
グ
ミ
科
の

ス
ズ
メ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
「
ヒ

ン
カ
ラ
カ
ラ
ー
」
と
い
う
鳴
き

声
か
ら
駒
鳥
と
呼
ば
れ
、
昔
か

ら
日
本
三
鳴
鳥
と
し
て
ウ
グ
イ

ス
、
オ
オ
ル
リ
と
と
も
に
愛
さ

れ
て
き
ま
し
た
．

　
夏
鳥
と
し
て
渡
っ
て
き
て
本

州
、
四
国
、
九
州
、
北
海
道
と

分
布
し
ま
す
が
、
低
山
帯
の
上

部
か
ら
亜
局
山
に
す
ん
で
繁
殖

し
ま
す
か
ら
松
代
町
で
は
そ
の

声
は
聞
か
れ
な
い
の
で
す
。

　
私
も
日
光
や
赤
城
山
な
ど
で

耳
に
し
た
程
度
で
す
。

　
繁
殖
地
で
も
渓
谷
な
ど
の
繁

み
で
鳴
く
の
で
声
は
聞
け
て
も

姿
は
な
か
な
か
見
え
な
い
そ
う

で
す
．

　
あ
の
コ
マ
ド
リ
は
、
無
事
に

暖
か
い
地
方
へ
と
移
動
し
て
い
っ

た
で
し
ょ
う
か
．
安
全
を
祈
り

ま
す
．
（
文
　
高
橋
八
十
八
、

　
　
　
写
真
　
関
谷
八
郎
氏
）

o

0

0
O￥　
　
　
来

住羅から懸知器

　　　　　2．琶－警『1騨i釜馨．轟▼閑≡＝饗窃磯驚

　松代町では、要援護者介護対策の一環として、町民の皆様がホームヘルパーの資格を取得した場合、

補助金を交付しますので下記により申請願います．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
1、対象者　松代町の住民で、平成14年度（平成14年4月から平成15年3月）にホームヘルパー2級・

・・補助金鱗欝雛☆欝嗜醒翻．．薩鰹
　　　　　　己負担金）を超えた受講料を補助します。　　　．　　羅　　　　．灘　　難・

　　　　　　2級ホームーノ｛25・…円　’　蒙髄灘囲　轟
3、申請方法取薄懇論露運転羅夏び，甫懸1麓翻霧1
　　昌助金振込先預金通帳を持参の上松代町灘田欝騨課難額

　　　　　　盤嚇錨一くだ　灘．鐙懸鴛轟．講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　．　照灘灘…灘4、申請締切　平成15年3月31日帽）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、鞍　　　；繍麟総＿磯
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　　　　　流　　　舞　　雛都

　　　　　　　　　　ぎ

　
し
ぶ
み
の
家
に
通
う
多
く
の

人
は
、
い
ま
ま
で
東
京
へ
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
交
流

し
て
三
年
目
に
な
る
世
田
谷
区

の
い
ず
み
学
級
の
皆
さ
ん
か
ら

「
ぜ
ひ
世
田
谷
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
」
と
の
お
誘
い
も
あ
り
、

福
祉
祭
（
世
田
谷
雑
居
祭
）
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
、
今
年
の
旅
行
先
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
1
0
月
1
2
、
1
3
目
の
二
日
間
晴

天
に
恵
ま
れ
て
、
松
代
・
松
之

山
両
町
の
お
力
添
え
で
2
台
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
4
3
名
が
東
京

へ
と
出
発
し
ま
し
た
。
車
中
手

作
り
の
歌
詞
力
ー
ド
に
あ
わ
せ

て
大
声
で
歌
っ
た
り
、
お
や
つ

を
食
べ
た
り
し
て
一
日
目
の
目

的
地
で
あ
る
「
群
馬
サ
フ
ァ
リ

パ
ー
ク
」
に
到
着
．
車
内
に
取

り
付
け
ら
れ
た
説
明
テ
ー
プ
の

案
内
を
聞
き
な
が
ら
、
本
物
の

動
物
の
迫
力
に
歓
声
が
あ
が
り
、

本
日
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
む

か
え
た
一
瞬
で
し
た
。

　
障
害
が
あ
る
た
め
に
、
普
通

に
過
ご
す
こ
と
が
困
難
な
人
た

ち
が
、
旅
行
が
で
き
お
い
し
い

も
の
が
食
べ
ら
れ
る
．
そ
の
よ

う
な
こ
と
へ
の
喜
び
が
体
中
い
っ

ぱ
い
あ
ら
わ
れ
て
、
満
面
に
笑

顔
あ
ふ
れ
る
一
日
で
し
た
。

　
都
心
の
高
い
ビ
ル
の
な
か
の

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
宿
を
と
り
、

ほ
か
の
宿
泊
者
の
方
々
と
の
夕

食
の
席
も
、
そ
し
て
窓
か
ら
見

渡
す
夜
景
も
全
て
感
動
で
し
た
。

そ
の
後
、
同
行
者
も
含
め
全
員

で
の
さ
さ
や
か
な
二
次
会
が
終

わ
り
、
眠
り
に
つ
き
ま
し
た
。

　
翌
日
も
目
の
さ
め
る
よ
う
な

朝
を
む
か
え
、
ホ
テ
ル
を
あ
と

曝
鱒
罎
　
の
徽
纏

に
途
中
都
庁
を
見
学
（
外
だ
け
）

し
「
こ
こ
は
役
場
と
同
じ
よ
う

な
と
こ
ろ
で
す
」
「
へ
ー
そ
い
が

か
い
」
納
得
し
た
二
言
に
み
ん

な
大
笑
を
し
ま
し
た
。

　
目
的
地
の
羽
根
公
園
に
到
着
。

木
々
の
生
い
茂
る
公
園
は
人
、

人
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
．
初
め

て
の
参
加
で
し
た
が
、
店
を
ひ

ろ
げ
る
と
行
き
交
う
人
に
「
ま

つ
だ
い
の
お
い
し
い
野
菜
で
す
。

ど
う
で
す
か
？
」
と
声
を
か
け
、

寄
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
に
食
べ

方
を
説
明
す
る
姿
は
と
て
も
立

派
で
し
た
．

　
野
菜
は
完
売
。
し
ぶ
み
の
家

の
商
品
も
多
く
売
れ
ま
し
た
．

公
の
交
流
会
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
各
店
を
ま
わ
り
お
話

を
し
た
り
、
聞
い
た
り
し
一
人

ひ
と
り
が
小
さ
な
都
市
交
流
を

経
験
で
き
た
二
日
問
で
し
た
．

　
家
族
と
離
れ
て
友
達
の
大
切

さ
や
お
世
話
し
て
く
だ
さ
る
方
々

に
感
謝
の
心
を
も
ち
、
そ
し
て

自
分
達
も
多
く
の
約
束
を
守
っ

て
旅
行
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
一
歩
一
歩
成
長

し
て
い
る
し
ぶ
み
の
家
の
皆
さ

ん
の
有
意
義
な
研
修
旅
行
が
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
（
し
ぶ
み
の
家
指
導
員
）

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

平
成
1
4
年
工
業
統
計
調
査
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
工
業
統
計
調
査
は
、
平
成
14
年
1
2
月
31
日
現
在
の
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な

基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど

の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
に
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
1
2
月
か
ら
来
年
1
月
に

か
け
て
調
査
員
が
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

　
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
期
日
一
平
成
1
4
年
1
2
月
31
日

問い合わせ

松代町役場　企画振興課
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道路除雪艦ご協力を載 一松代町役場　建設課一
　今年も降雪の時期をむかえ、道路除雪が始まりました。しかし、最近除雪作業を行う上でいろいろと

問題が生じています。

　円滑な除雪を行うためにも、次の点にご協力をお願いします。

①　推雪場餐養捨場鎌の確線搬雀協灘をお願縣灘糠誹。

　除雪業者さんより、除雪に行くと「あこに雪を出すな、ここに雪を出すな」ということで、除雪に非

常に苦労しているとの話がありました。

　そういう所が増えますと除雪に時間がかかってしまい、通勤・通学に間に合わなかったり、最悪の場

合除雪ができなくなります。

　排雪場につきましては春先除雪をしていますので、ご協力をお願いします。

＠　除鱈ぽ幹線道路難優鑓難鞍

　すべての路線について、通勤・通学に間に合うよう頑張っているところですが、異常降雪や大雪時に

は遅れたり、除雪が出来ない路線も生じます。

　除雪はあくまでも幹線道路からということでご理解ください。

③　除嚢難終額簿驚難鑛馨蓬道路罎鎚毒懸鱗羅燕羅遷麟鞠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　除雪が終わってから大量の雪を出されますと、交通の障害になり　　　　　　　　　　　　　麟ll

ます。また、除雪中も大変危険ですので雪は出さないでください。　　磁譲　　　・　　　　　畷鷲

ご協力ください。

　生活道路をスムーズに確保し快適な冬を過ごすためには、皆さん
一人ひとりのご協力が不可欠です。ご理解とご協力をお願いします。　　　スムーズな除雪で快適生活

畷 襲麹繋麗鵬雄灘勤．．．
　　12月11日㈱～31日㈹

運動の重点
飲酒運転の追放

飲酒運転は重大な犯罪です

違反行為など 罰　　則 違反点数

危険運転致死

傷罪

人を負傷させた場合10年以下の懲役

人を死亡させた場合1年以上の懲役
45点

酒酔い運転 3年以下の懲役又は50万円以下の罰金 25点

酒気帯び運転 1年以下の懲役又は30万円以下の罰金

0．25mg以上 13点

0．25mg未満

0．15mg以上
6点

高齢者の事赦防止

反射材を積極的に活用しましょう里

　　高齢者事故の特徴

時間帯＝午後4時～午後8時

場所＝自宅近くの道路

形　態＝道路歩行中又は横断中

服装＝黒っぽい服装

悪質・危険な運転者への罰則強化（平成14年6月から）
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短
　
歌

秋
野
菜
雪
掘
り
て
取
る
そ
の
年

は
必
ず
小
雪
と
古
老
つ
ぶ
や
く

　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

最
終
の
出
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日
迎
え
し
し
と
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を
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取
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指
に
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柳
　
　
こ
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あ
の
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も
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云
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ひ
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た
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吹
き
お
ろ
す
北
の
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一
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に
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ペ
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キ
ラ
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月
　
日

鳥
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ば
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障
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貼
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龍
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し
ぶ
み
俳
句
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孫
二
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誕
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ぎ
し
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目
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八
千
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黒
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の
能
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隠
し
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紅
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起
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遠
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金
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確
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植
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と
し
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鶏
頭
に
見
と
れ
て
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ま
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蓮
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掘
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と
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れ
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ひ
ろ
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新
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　飲食店や給食施設で働いている調

理師は、2年に1回就業届けを提出

しなければなりません。

平成14年12月31日現在の就業状況

を平成15年1月15日までに届け出る

●届出をしなければならない調理師

・飲食店営業、魚介類販売、惣菜製

　造業で働く調理師

・学校、病院、事業所、福祉施設

　などで働く調理師

●届出の方法

調理師業務従事者届に必要事項を記

入し、新潟県調理師会へ提出してく

ださい。

●問い合わせ先

㈹新潟県調理師会（TELO25－228－6786）

または、県福祉保健部健康対策課

　　　　　（TELO25－280－5！98）まで

商工会青年部が飾ったXマスイルミネーション

　　　　　　　　　（旭堂旅館さん横）

松代町消防団からのお知らせ
　松代町消防団では、平成15年1月5日（日）午後1時30分から松代活

性化センター周辺において出初式を行います．出初式は、一年間の

無火災を祈願する行事です．消防団は町民の生命・財産を守るため

の手助けをしてくれる頼もしい皆さんです．勇ましい姿をぜひご覧

ください。今年は、ひとあじ違った出初式にするために色水放水を

実施する予定です。

日
圏
◆
團
回

　
　
（
1
1
月
1
日
5
1
1
月
3
0
日
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
婚
姻
）

小
野
嶋
慎
介
・
尾
身
奈
央
子
さ
ん

　
　
（
太
平
・
お
の
じ
ま
建
設
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
た
い
よ
う

小
堺
太
陽
瀦
・
豊
・
智
巨
さ
ん

　
　
　
（
蓬
平
・
ま
さ
え
も
ん
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

柳
　
巳
一
郎
さ
ん
　
　
　
7
3
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
こ
が
ね
や
）

柳
　
弥
三
次
さ
ん
　
　
　
8
0
歳

　
　
　
　
（
千
年
・
お
ば
た
け
）

志
賀
　
寅
治
さ
ん
　
　
　
訂
歳

　
　
　
　
（
千
年
・
あ
ぶ
ぢ
や
）

人ロの動き

　男　　2，073人　　（一5人）

　女2，196人（＋2人）
　計4，269人（一3人）
世帯数　1，483世帯（＋2世帯）

　出生　1人　　死亡　3人
　転入　9人　　転出　10人
　　　　（14年11月末日現在）
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町の行事予定（12・1月）

麟 犬伏保育園おゆうぎかい
灘翻

　勇萎縷
冬至

天皇誕生日

松代中学校吹奏楽チャリティーコンザート

　　　　　　　　　　　ふるさと会館13＝30～

24（火） ほくほくの里クリスマス会

25（水） 心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～

26休）

27（金）

鐙雛欝『
年末年始休業（～1月5日まで）

30（月）

31（火） 大晦日

元日

2（木）

3（金）

螺観

松代町消防団出初式　松代活性化センター周辺
13二30～

6（月） 小寒

7（火） 麻しん予防接種総合センター13二30～

8（水）
農業所得「収入金のおたずね」各集落センター等

小学校始業式　　　　　　　　　　（～22日まで）

9休） 中学校上越地区スキー大会

10（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～

翻欝
世田谷区新年子ども祭世田谷区役所（～12日まで）

世田谷区上祖師谷ぱる児童館来町

町内書初め展総合センター（～13日まで）

羅…i藝…ilil
成人の日

14（火）

15（水）

16（木）

17徐） 心配ごと相談ディザービスセンター9：00～

鎌雛繋

東京松代会新年総会東京＝第一ホテル両国

ほくほくの里餅つき大会

20（月）
新潟県中学校スキー大会（～22日まで）

大寒

お『麹萄趨

松代病院からのお知らせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　窪蒸奮殆の診療猛制につ羅て
　　　　　　　　　　　　椰醤、、岬　　　　鰯

　今年の年末年始期間は、12月28日（土曜日）から1月5目（日

曜日）までの9日間とたいへん長い期間であります．この期間松

代病院は、原則的には休診ですが救急患者の受付は行っています．

　なお、9日間と長期間ですので体調の悪くなられた方や、冬期

間ですので風邪等でお困りの方のため、下記により臨時的に外来

診察（内科のみ）を行いますのでお知らせいたします。

　　　　　　　　　　　　　記

1　診察を行う日時
（1）12月30日（月曜日）

　　　　午前8時30分から11時30分まで

　（2）　1月2日（木曜日）

　　　　午前8時30分から11時30分まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松代病院長

　　　松代欝国罠健簾櫟険診療所縫墜野診療所）

　　　　　毎塞毎始の鐘診の灘知曇絃

　松代町国民健康保険診療所（室野診療所）の下記の診療日を休

診とします。

　　　　　　　休診日　12月31日（火曜目）

　　　　　　　　　　　　1月2日（木曜日）

　　　　　　　　　　　1月14日（火曜日）

松代町図書館よりお知らせ

冬期間儲図書館の開館隠聞が短《鷹ります

12月1日から3月31日までの冬の間、平日の開館時問が30分短

くなりますので、ご了承下さい。

　火曜目～金曜目　　12：30～17：30

　士曜日・日曜日　　10：00～17：00

　　　　　　　　露：末鑑始のお休み

　12月29日（日）～1月3日徐）まで図書館は、お休みとなります．読

書三余の冬。お正月休みに読む本の手配はお早めに！

　　嘱託員への文書発送日の変更について

　町では、事務事業改革に取り組み、回覧やチラシ等の配布

文書を減らす方針です．つきましては、今後広報まつだいに

てお知らせすることが多くなりますので見落としがないよう

に十分ご注意願います。

　　　　　　　　　今後の文書発送日

平成15年1月から　月3回（5日・15日・25日）発送

平成15年4月から　月2回（1日・15日）発送
　　　（発送目が休目のときは当該期目の翌日以降で最初の業務日）
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生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
一
幕

　
十
一
月
一
二
・
四
日
、
文
化
の

祭
典
「
生
涯
学
習
フ
エ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
。
文
化
の
日
に
ち
な
ん
で
、

日
ご
ろ
学
ん
だ
成
果
が
披
露
さ

れ
る
。

　
ま
た
、
屋
外
で
は
農
協
祭
が

催
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
人
が

一
年
の
収
穫
を
祝
い
賑
わ
っ
て

い
る
。

　
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
外
の
賑

わ
い
と
は
対
照
的
に
、
閑
静
な

な
か
に
各
部
門
の
作
品
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
絵
画
、
工
芸
、

生
花
な
ど
の
数
々
。
作
品
と
そ

の
作
者
名
を
見
る
と
、
な
ぜ
か

親
近
感
が
わ
く
。
館
内
を
一
回

り
す
る
だ
け
で
芸
術
の
秋
を
堪

能
で
き
る
．

　
な
か
で
も
興
味
あ
る
の
が
二

階
の
和
室
。
「
お
茶
会
」

「
あ
っ
ー
・
　
い
い
と
こ
に
来
た

わ
ね
」
と
入
り
口
を
通
り
か
か
っ

た
と
き
、
呼
び
止
め
ら
れ
た
。
「
お

茶
を
ど
う
ぞ
」
。
和
服
姿
の
樋
口

八
重
美
さ
ん
。
恩
師
だ
か
ら
断

れ
な
い
．

　
中
に
入
る
と
、
部
屋
の
一
角

に
赤
い
絨
毯
。
湯
気
の
立
つ
釜
。

「
気
楽
に
し
て
て
ね
」
と
言
わ
れ

難
　
繋
　

て
も
…
…
。
「
確
か
、
飲
む
前
に

茶
碗
を
回
す
ん
だ
よ
な
。
で
も
、

右
回
し
か
な
？
　
左
か
な
？
」

他
の
人
の
を
見
て
か
ら
い
た
だ

こ
う
と
、
列
の
先
頭
に
座
る
の

を
た
め
ら
っ
た
。

　
お
茶
を
点
て
て
く
だ
さ
っ
た

の
は
宮
澤
静
子
さ
ん
。
手
馴
れ

た
一
連
の
所
作
が
目
を
引
く
。

泡
立
つ
茶
を
差
し
出
さ
れ
深
く

礼
を
受
け
る
。

　
ズ
シ
リ
と
く
る
ほ
の
暖
か
い

茶
碗
を
両
手
に
、
お
ご
そ
か
な

空
気
の
な
か
、
し
ば
し
の
「
も

て
な
し
」
を
受
け
た
。

　
自
然
に
落
ち
着
き
を
受
け
る
。

「
こ
れ
が
茶
道
な
の
か
な
…
…
」
。

よ
し
、
お
じ
ゃ
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

△
癬
鞭
海
鱒
鷺
雛
驚
．
一

濠
難

團圖團團それから数日後・松代茶道同女子会と若葉会との合同での教室を取材・亘団囹

「
茶
の
湯
」

　
　
　
　
　
　
　
松
代
茶
道
同
好
会

　
　
　
　
　
　
　
若
　
　
葉
　
　
会

　
こ
の
日
の
稽
古
は
「
真
の
炭
手
前
」
．

炉
に
炭
を
置
き
、
釜
を
か
け
湯
を
沸
か

す
ま
で
の
作
法
．
指
導
は
平
成
6
年
度

ま
で
三
年
間
、
公
民
館
で
派
遣
社
会
教

育
主
事
と
し
て
生
涯
学
習
の
推
進
に
あ

た
ら
れ
た
赤
沼
文
三
（
茶
名
　
宗
文
）

さ
ん
．
今
も
月
に
一
度
新
井
市
か
ら
指

導
に
訪
れ
ま
す
．

　
道
具
の
置
き
方
や
身
の
配
置
ま
で
、

緻
密
で
複
雑
な
連
続
動
作
を
、
静
か
な

口
調
で
説
明
す
る
赤
沼
さ
ん
．
こ
の
炭

手
前
だ
け
で
五
十
位
の
細
か
い
手
順
が

あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
「
炭
は
湯
の
沸

く
よ
う
に
置
き
」
．
受
講
す
る
人
も
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
聞
き
入
り
ま
す
。

　
昭
和
4
7
年
に
松
代
茶
道
同
好
会
（
代

表
　
柳
キ
ノ
さ
ん
）
を
発
足
し
、
現
在

は
9
人
．
若
葉
会
（
代
表
　
樋
口
八
重

美
さ
ん
）
は
平
成
5
年
に
発
足
、
現
在

10

人
．
こ
の
講
座
は
平
成
4
年
に
始
ま

り
、
平
成
7
年
に
は
若
葉
会
も
加
わ
っ

て
、
年
十
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
茶
道
の

し
き
た
り
を
学
び
ま
す
．

　
「
気
持
が
落
ち
着
き
ま
す
ね
」
と
柳
キ

ノ
さ
ん
。
「
お
茶
を
た
て
る
と
き
も
、
い

た
だ
く
と
き
も
で
す
」
。

，
一
縫
謙
識
＼
麟
葺
潔
薄
覇
灘
麟
難

　
「
客
を
も
て
な
す
」
．
和
み
を
演
出
し

て
相
手
を
敬
う
。
そ
の
た
め
の
「
し
つ

ら
い
」
．
茶
室
を
と
と
の
え
る
、
花
を
飾

る
、
茶
碗
、
水
差
、
釜
、
そ
し
て
作
法
。

見
え
な
い
と
こ
ろ
ま
で
気
づ
か
う
心
が

大
切
だ
と
赤
沼
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

　
茶
を
点
て
る
。
そ
の
つ
か
の
間
の
時

間
で
主
人
と
客
と
の
問
に
通
う
、
こ
こ

ろ
の
ぬ
く
も
り
．
「
和
敬
清
寂
」
日
本
の

風
土
が
育
ん
だ
美
し
い
文
化
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
．
受
講
す
る
皆
さ
ん
が
、

長
年
教
室
に
足
を
運
ぶ
わ
け
は
、
そ
ん

な
魅
力
に
あ
る
よ
う
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
着

辮
癒

茶
道
を
学
ん
で
み
た
い
方
、
興
味
の
あ

る
方
、
随
時
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
（
T
E
」
7
1
2
3
0
1
）

ヨ　　　　　　ド

　歴史は財産。松之山街道、後世に語り継がなければならない松代の歴史です。雪解けの来春、多くの方が故郷の歴史に浸り、この道を散策
される事を願うところです。街道と宿駅、そして開かれた市。山と雪深いこの地にもたらした盛栄を思いながら、先人の歩みに感謝します。
　いよいよ、市町村合併論議も本格化。市制町村制ができる1889年までの日本は7万を越える市町村数だったのが現在は3218。ときの行政事
務処理の都合もあり明治・昭和の大合併の歴史があります。さて、平成の大合併の行方は。皆さん一緒に考えましょう。

　歳の瀬を迎え、慌しい頃となります。皆さんよいお年を！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥
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